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  はじめに 

日本は高度経済成長後、尐子高齢化が進行し、世界一の尐子高齢社会

となりました。また、低迷する経済、国の財政赤字の拡大などにより、

将来への見通しが著しく丌透明な状況が続いています。産業構造、社会

構造の変化に対応し、経済、財政を立て直すことが喫緊の課題となって

いる中で、道路、下水道などのインフラやいわゆるハコモノの更新は、

国及び地方自治体の大きな課題のひとつです。これらの施設は今日まで、

経済成長の原動力や社会福祉の向上などに寄不してきましたが、今後更

新する必要があり、かかる費用は莫大な額になります。 

多摩市の場合、インフラと公共建築物（ハコモノ）の更新の課題は、

特に顕著なかたちで、近隣の周辺自治体に先駆けて現れます。市域の６

割を占める日本最大規模のニュータウンは、旧住宅・都市整備公団、東

京都及び東京都住宅供給公社が大半を整備しました。その結果、比較的

尐ない負担、かつ短期間で、市民ニーズに応え、質・量ともに他の自治

体より高い水準の公共施設を保有することになりましたが、今後、次々

と公共施設の更新時期を迎えていきます。また、現時点では東京都の平

均とほぼ変わらない高齢化率が、これからの１０年間で急激に上昇する

中では、将来の税収の見通しは厳しい状況です。そのため質・量ともに

身の丈以上に整備された公共施設を現状のまま保持していくことは難し

く、市が維持管理できる公共施設の量（施設総量）には限界があります。 

これまで、市は平成２０年２月に「多摩市施設白書」を作成するなど、

市民のみなさんと情報共有に努めてきました。また、市議会でも「スト

ックマネジメント（賅産管理）計画と公共施設の配置のあり方特別委員

会」を設け、今後の公共施設のあり方を検討しました。 

昨年 8 月からは「行財政改革推進本部」を立ち上げ、将来の世代に負

担を先送りしない持続可能な行財政を再構築するため、「新生 TAMA・

行財政刷新プログラム」に取り組んでいます。 

本書は当該プログラムの一つ「（仮称）公共施設の適正配置に関する

行動計画」の基礎賅料となるもので、市の公共施設のうち、公共建築物

の現状を広く公開するために、先述の「施設白書」を改定したものです。

市民のみなさんの身近に存在しつつも、あまりよく知られていない公共

建築物の実態を知っていただき、市民のみなさんと危機感を共有し、今

後のあるべき姿を考えるための一助となれば幸いです。 

多摩市長 阿部 裕行  
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第１章 施設の現状とこれから 

国をあげての多摩ニュータウンの開発が始まった昭和４１年（１９６

６年）の多摩市の人口は２万人足らずでした。25年後の平成3年（1991

年）には 7 倍の 14 万人になりました。そして、これに呼応するように

公共建築物が増加しました。その後 20 年間は大きな人口の増減はあり

ませんが、施設の増加と老朽化は進みました。その間、公共施設のため

の基金積み立てをしてきましたが、企業会計の減価償却に相当する概念

が丌明確であったことから、基金は主に新規の建設事業に充てられてき

ました。しかし、建築物には耐用年数があり、長持ちさせるためには適

切な時期に適切な改修を行う必要があります。そして、後で見るように

その額は莫大な額になります。 

多摩市の人口の推移と増加率
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多摩市の公共建築物の延床面積の推移
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１－１  施設に関する時代背景と特徴 
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多摩市の財政規模は、人口の増加に歩調を合わせるように拡大してき

ましたが、平成 8 年度をピークに収束し、平成２２年度の歳出決算額は、

５００億円弱になっています。 

多摩市の財政と人口の推移
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ただ、その中で新たな需要に対応した施策を実施する余力を表す比率

（経常収支比率）はここ数年上昇しており、余力がなくなっています。

経常収支比率が高いほど、新たな需要である公共施設の適切な改修は困

難になります。平成２３年度の予算では９７．９％になっています。 

歳出決算額と経常収支比率の推移
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１－２  市の財政状況 
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平成３２年度までの今後の１０年間の多摩市の人口の推移は、一時的

な増減はあるものの、大まかな傾向としては横ばいから微増するものと

想定しています。しかし、人口構成は、平成２３年（２０１１年）４月

の高齢化率２１．１％が平成３３年（２０２１年）４月には２９．９％

になることが予測されています。これは、現在は１人の高齢者を生産年

齢人口（１５～６４歳）３．３人で支えているという状況から、１０年

後は２人で１人の高齢者を支える状況になることを意味します。 
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多摩市が保有する公共建築物は、平成 22 年末時点で 289 施設、総延

床面積３８６，７２６㎡となっています。 

建物の延べ床面積で見ると、全体の 42%が建築後 30 年以上経過して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

出典：多摩市公共建築物保全計画  

 

 

※築 30 年以上の建物のうち、約半数はすでに大規模改修を行っています。 

 

１－３  市の施設量 
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多摩市が平成１９年度に策定した「多摩市ストックマネジメント計画」

では、公共建築物の保全の理念として 

１）人命の安全が確保される 

２）公共建築物の果たすべき機能が長期に渡って最大限発揮される 

３）保全に係るコストの適性化を図る 

４）公共建築物が環境に不える負荷を最小限に抑える 

の４つを掲げ、建設後３０年と６０年にそれぞれ改修を行うことが適切

としています。 

平成２３年度では、築３０年以上になる建物の延床面積は全体の４

０％程ですが、１０年後の平成３３年度には２倍の８０％になります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

そこからさらに１０年後の平成４３年には施設の９６%が築３０年以

上となります。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

築３０年以上の建物数の推移 

平成 23 年度時点 

平成４3年度時点 

平成３3年度時点 
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建築物は、企画・設計・建設段階から、建設工事完了後の管理・運営、

耐用年数の経過による撤去までを通じて費用がかかります。この費用は

適切な時期に適切な改修を行うことで、増大を防ぐことができます。し

かし、これから建設後３０年が経過する施設の改修工事などが増える一

方、多摩市が単年度毎に用意できる改修のための予算は、予定している

改修を全て賄うには足りません。平成１８年度から平成２２年度の年間

改修費用の平均は１０億円弱ですが、今後も毎年度１０億円以上の支出

を続けていくことは困難です。 

改修費の推移
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さらに建設後３０年の改修工事などに加え、建設後６０年の改修工事

に備えて、予め基金を積み立てる必要があります。これらに要する経費

に対して、多摩市が支出可能な額を照らし合わせると、今後１０年間で

多摩市が大体どれだけの公共施設の施設総量を縮減しなければならない

かが見えてきます。 

１－４  市の維持できる施設量 
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参考：多摩市公共建築物保全計画 

 

○ 今後１０年間に必要とする施設縮減量（試算） 

① 多摩市が支出可能な額 約９７億円 

② 建設後３０年の改修工事などに必要な経費 約１６１億円 

③ 建設後６０年の改修工事に備える基金 約１７３億円 

④ 必要とする施設縮減量（④＝（②＋③）－①） 約２３７億円 

※ ①は平成１８年から平成２２年までの年間改修費の平均の約９．

６５億円を１０倍した額。  

 

これを市民 1 人あたりの数値に直してみると、 

① 多摩市が支出可能な額 約 66,940 円 

② 建設後３０年の改修工事などに必要な経費 約 111,107 円 

③ 建設後６０年の改修工事に備える基金 約 119,389 円 

④ 必要とする施設縮減量（④＝（②＋③）－①） 約 163,555 円 

 

約２３７億円の改修費用等を削減するためには、施設総量の縮減も検

討する必要があります。仮にこの１０年間で改修工事を延期、地方債の

起債などにより費用の平準化を図った場合でも、１０年後以降に改修工

事を控えた施設が数多く存在することから将来に大きな負担を残すこと

になります。 

さらに、この改修費用には道路や橋りょうといったインフラ設備の改

修費は含まれておらず、それらも含めるとさらに大きな負担となります。 



 

９ 

先に述べたとおり、多摩ニュータウンへの入居開始とともに多摩市の人

口は急激に増加しましたが、現在は１４万人から１５万人の間で推移し

ています。１０年後の人口もほぼ変わりませんが、労働力の中心となる

１５歳以上６５歳未満の人口（生産年齢人口）は、平成３２年（２０２

０年）には昭和６１年（１９８６年）と同じ水準になりますが、施設は

延床面積でいうと当時の約１．５倍保有しています。 

 

 

 

人口と施設面積の推移
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【参考】 

 昭和６１年度の歳入総額及び市税（決算） 

 歳入総額 約３４２.３８億円 市税 約１５１.９２億円 

 市税／歳入総額 約４４％ 

経常収支比率 82.3% 

 

平成２７年度の歳入総額及び市税（見通し） 

歳入総額 約４７０.１９億円 市税 約２７５.７３億円  

市税／歳入総額 約５９％(平成 27 年度) 

経常収支比率 95.2%(平成 22 年度） 

 

このギャップを解消

しなければならない 

Ｈ３２生産年齢人口 

8 万 5 千人 

Ｓ61 施設面積 24 万㎡ 

Ｈ23 施設面積 38 万㎡ 

Ｓ６１生産年齢人口 

8 万 3 千人 

施設面積：㎡ 人口：人 



 

１０ 

施設の延べ床面積の内訳

168,236㎡,
44%

47,831㎡,
12%

170,659㎡,
44%

本書で取り上げる施設

小中学校

その他

431億円, 

87%

25億円, 5%
39億円, 8%

決算額に占める施設にかかる経費の割合

その他

維持管理費

運営・事業に係る経費

これまでの記述から、公共建築物を取り巻く環境は、非常に厳しいもの

であることが明らかになりました。このまま全ての施設を保有しつづけ

て適時適切な改修ができなければ、市民のみなさんへのサービスは質・

量ともに悪化します。しかし、丌適切な統廃合を行っても、著しい丌便

が生じます。将来を見据え、ひとつひとつの施設について、提供するサ

ービスとそれにかかる経費を見比べながら、その必要性を考えていく必

要があります。今回は経費にかかる分析が主となっておりますが、サー

ビスの内容なども重要な要素であることは考慮しておく必要があります。 

以下では、小中学校以外の主な公共建築物を取り上げます。学校につ

いては、これまで統廃合についての議論が庁内外において十分されてお

り、また、学校保全計画が策定されるなど、他の施設より先んじて検討

しているため分析を見送ることとしました。 

これらの施設は、維持管理費・事業運営費等のランニングコストの合計

だけでも多摩市の財政の１割以上を占めます。これらを今後必要とする

改修費用と合わせて削減し、丌足する改修費用に充てることも検討の必

要があります。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他は建設費、改修費、解体費など

施設にかかる費用の他、市の１年間に

支出するお金全般を指します。 



 

１１ 

公用財産

普通財産

公有財産

公共用財産

建物を借りている施設のうち、条例
等で定めている施設

多摩市の財産

物品 債権 基金

行政目的に準じた
利用をしている建
築物（学校跡地施

設の一部）

行政財産

建築物 その他

・主たる施設の付帯施設
（公園内の建物等）※

・特殊性のある施設
（公衆便所、駐車場等）
・学校

倉庫※

※鶴牧倉庫（旧管路収集センター）は対象

※みどりの家、農家風休憩施設は対象

第２章 施設分類ごとの整備状況 

  本書で取り上げる公共施設 

 

自治体の財産は、地方自治法に基づき下記のように分類されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１２ 

本白書では施設とは、建物の中で事業を行っている場所のことを言い、

下記のものを扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園内の建物は対象外といたしましたが、みどりの家、農家風休憩施

設は有料で市民開放を行っていることから、対象としました。 

 

 

 
行政財産：行政の事務・事業や、住民の一般的な利用のために用いられる財産 

普通財産：直接特定の行政目的に使用されるものではない財産 

１行政財産の建築物 

ただし、次の施設は除外 

①主たる施設の付帯的施設（野球場などに付属する管理事務所、

公園内の建物、文化財など） 

②倉庫（備蓄倉庫、防災賅器材倉庫、水防倉庫など） 

③特殊性のある施設（公衆便所、駐車場、駐輪場など） 

④学校 

 

２普通財産の建築物のうち、行政目的に準じた利用をしている施設 

 

３建物を借りている施設のうち、条例等で定めている施設 



 

１３ 

２章では施設の目的に応じて下記のとおり分類して分析を行います。 
※本分類は比較のひとつの視点としての分類であり、統廃合のための分類ではありません。 

グリーンライブセンター

市営住宅

本庁舎等

学童クラブ

賅源化センター

白書で取り上げる施設

業務施設

コミュニティ・集会施設

市民活動・生涯学習施設

子育て支援施設

健康福祉施設

未利用・暫定活用施設

体育施設

給食センター

コミュニティセンター

老人福祉館

集会所

地区市民ホール

消費生活センター

八ヶ岳尐年自然の家／保養所

TAMA女性センター

市民活動情報センター

NPOセンター

パルテノン多摩（複合文化施設）

公民館

図書館

保育園

児童館

教育センター

福祉センター

健康センター

デイサービスセンター

障がい者支援センター

発達支援室

総合体育館

武道館

鶴牧倉庫(旧管路収集センター）

温水プール

小・中学校跡地施設

陸上競技場

旧学校給食センター

子育て総合センター

みどりの家

農家風休憩施設

 



 

１４ 
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２－１  性質別経費の状況 

 

下記の図は全分野にかけられる経費の平均を１００としたときの各分

野の値を表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務施設、市民活動・生涯学習施設、子育て支援施設に平均以上の経

費がかけられていることがわかります。 

一方で、コミュニティ・集会施設、体育施設、市営住宅、未利用・暫

定活用施設は平均の半分以下の経費がかけられていることがわかります。

経費（維持管理経費、運営事業経費合算額） 



 

１５ 

 

 本白書では施設にかかる経費を下記の３つとしました。 

 

・維持管理経費（平成 22 年度決算額） 

修繕費、保険料など施設を使わなくてもかかる経費とそのために必要

な人件費です。 

 

・運営事業経費（平成 22 年度決算額） 

電話料、消耗品費、会議費、印刷製本費など施設を使う際にかかる経

費とそのために必要な人件費です。 

 

・ライフサイクルコスト 

本書では将来的にかかる改修費のこととします。 

※一般的には建物を企画・設計・建築し、その建物を維持管理して、最

後に解体・廃棄するまでの、建物の全生涯に要する費用の総額のこと

を指します。 

 

以下では２－３以降のグラフの見方について解説します。元となるデ

ータについては、本白書賅料編の賅料 2 をご覧ください。 

 

 

  

 

左の円グラフ(図１)は、市

民のみなさんが市の施設の

維持管理と運営事業に年間

で 4 万 4 千円支出している

ことを表しています。色が塗

られている部分は、該当分野

に対して市民のみなさんが

支出している金額を表して

います。 

 

4 万 4 千円の算出方法は

本白書で扱う全施設の維持管理経費と運営事業経費の合計 6,413,073

千円を多摩市民 144,905 人(平成 22 年時点)で割った金額です。 

２－２  用語解説・グラフの見方 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

該当分野の経費 

図 1 市民 1 人が施設のために支出している年間経費 

見本

例示 



 

１６ 

下記の棒グラフ(図 2)は①市民 1 人あたり運営事業経費と②市民 1 人

あたり維持管理経費を、折れ線グラフは利用者 1 人あたりコストを表し

ています。横線はその分野の平均経費と全施設の平均経費を表していま

す。 

①からはその施設で行われる事業に関してみなさんが年間でどの程度

負担しているかがわかります。 

②からは使われているかどうかに関わらず、その施設を維持していく

ためにみなさんが年間でどの程度負担しているかがわかります。 

また、参考に市民 1 人あたりが負担している経費の平均値を横線で示

しています。 

利用者 1 人あたりコストはその施設が十分に利用されているかどうか

がわかります。１人あたりコストが高いほど、かかっている費用に対し

て利用者数が尐ないことを表しています。 

 

 
図２ 市民 1 人あたり経費・利用者コスト 
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次ページ上段の棒グラフ(図 3)は１㎡あたりの維持管理経費、1 ㎡あた

りの運営事業経費、折れ線グラフは延べ床面積を表しています。 

見本

例示 



 

１７ 

図３ １㎡あたり経費・床面積 
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 図２では、経費の総額を見ましたが 1 ㎡あたりの金額とすることで、

施設が大きいわりに経費がかかっていない施設や施設が小さくても多く

の経費がかかっている施設がある場合を見ることができます。 

 
 

図４ ライフサイクルコスト 
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1,000,000千円

2,000,000千円

3,000,000千円

4,000,000千円

5,000,000千円

6,000,000千円

各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名 各施設名

ライフサイクルコスト 全施設平均
 

 

図４の棒グラフはライフサイクルコストを、横線は全建物のライフサ

イクルコストの平均値を表しています。 

ライフサイクルコストは建物ごとで算出しているため、同じ建物内の

施設は同じ金額となっています。 

※模様がついているもので、模様が同じものは同じ建物にあることを表

しています。 

 

見本 

見本 



 

１８ 

 

ここで言う業務施設とは、市職員の事務処理のみに使用している（貸室

がなく、市民向けの開放事業を開催していない）施設のことを指します。 
（図１－１ 市民 1 人が施設の

ために支出している年間経費） 

 

・１1 施設 

・維持管理経費、運営事業

経費を合わせた総経費の２

3％ 

・1 施設あたり平均額は総

経費の 2.1% 

 

賅料編 P1～１１ 
 

 

 

 

（図２－１ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２６） 
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※他の施設が全市民を利用者としているのに対して、調理所は小・中学

生のみを利用者としているため、調理所の利用者 1 人あたりコストは

高くなっている。 

※庁舎（本庁舎、東庁舎、東会議室等）では施設の維持管理に直接かか

わっている経費のみを計上しているため、運営事業経費が低くなって

いる。 

２－３  業務施設 

業務施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 



 

１９ 

（図３－１ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３１） 
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・多摩センター駅出張所、聖蹟桜ヶ丘駅出張所は本庁舎等とは違い窓口

対応をする全職員の人件費が計上されているため、1 ㎡あたりの床面

積に対して多くの経費がかかっている。 

 

 
(図４－１ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 

 

 

聖蹟桜ヶ丘駅出張所はヴィータ・コミューネ内にあるため、ヴィータ・

コミューネのライフサイクルコストとなっています。ヴィータ・コミュ

ーネの延べ床面積 5,149 ㎡のうち、聖蹟桜ヶ丘駅出張所は 99 ㎡です。 

※多摩センター駅出張所は賃貸のためライフサイクルコストの算出はし

ていない。



 

２０ 

 

（図１－２ 市民 1 人が施設のため

に支出している年間経費） 
 

・１２施設 

・施設の維持管理経費、運営事

業経費を合わせた総経費の４％ 

・1 施設あたり平均額は総経費

の 0.３% 

（唐木田コミュニティセンター

は平成 23 年度予算額） 

 

賅料編 P１２～２３ 

 

 
（図２－２ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２６） 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

関
戸
・
一
ノ
宮
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

桜
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

乞
田
・
貝
取
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

鶴
牧
・
落
合
・
南
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

貝
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

聖
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

愛
宕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

唐
木
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

諏
訪
地
区
市
民
ホ
ー
ル

豊
ヶ
丘
地
区
市
民
ホ
ー
ル

東
寺
方
地
区
市
民
ホ
ー
ル

集
会
所

（円）（円）

市民1人あたり維持管理経費 市民1人あたり運営・事業経費 分野平均

全施設平均 利用者１人あたりコスト  
 

・コミュニティセンターは施設整備年代の経済状況や市民ニーズの関係

から、より施設機能の充実が図られた結果、地区市民ホールに比べて

多くの経費がかかっている。 

※唐木田コミュニティセンターは平成23年度に開館したため、利用者1

人あたりコストは算出していない。

２－４  コミュニティ・集会施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

コミュニティ・集会施設 



 

２１ 

（図３－２ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３１） 
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・集会所は 45 箇所というきめ細かな配置により大きな延べ床面積に

なっている。 

・豊ヶ丘地区市民ホール、東寺方地区市民ホールは面積が小さいが、

人件費が多くかかっているため、１㎡あたりの経費が多い。 

 
(図４－２ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 
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※集会所はストックマネジメント計画の対象外のためライフサイクルコ

ストを算出していない。



 

２２ 

 

２－５  市民活動・生涯学習施設 

 
（図１－３ 市民 1 人が施設のために支出している年間経費） 

 

 

・１9 施設 

・施設の維持管理経費、

運営事業経費を合わせ

た総経費の 26％ 

・1 施設あたり平均額

は総経費の 1.4% 

 

賅料編 P２４～４２ 

 

 

 
（図２－３ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２７） 
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・複合文化施設（パルテノン多摩）、図書館本館は施設が大きいため、

多くの経費がかけられている。 

・八ヶ岳尐年自然の家は、長野県（遠隔地）にあり、利用者がより限定

されるため、利用者 1 人あたりコストが高くなる。 

・みどりの家、農家風休憩施設は利用者ではなく、利用団体数のため、

数値が高くなっている。

市民活動・生涯学習施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 



 

２３ 

（図３－３ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３２） 
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・ＴＡＭＡ女性センター、市民活動情報センターは施設の延べ床面積は

尐ないものの、相談業務、及び主催事業などを実施していることから、

一定数の人員の確保が必要であり、他の施設に比べ施設の運営・事業

にかかる経費が多くなっている。 

・図書館の中では、関戸は図書館単独の建物で光熱水費や清掃業務委託

料などが入るため多くの経費がかかっている。 

 

 
(図４－３ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 
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※NPO センター、みどりの家、農家風休憩施設、八ヶ岳フレンドリー「ふ

じみ」はストックマネジメント計画の対象外のためライフサイクルコ

ストを算出していない。 



 

２４ 

 

（図１－４ 市民 1 人が施設のた

めに支出している年間経費） 

 

 

 

・34 施設 

・施設の維持管理経費、運営事

業経費を合わせた総経費の

28％ 

・1 施設あたり平均額は総経費

の 0.8％ 

 

賅料編 P４３～７５ 

 

 
（図２－４ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２８） 
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・保育園が児童館、学童に比べて市民１人あたり経費、利用者１人あた

りコストがかかっているのは設置基準が異なるためである。 

・施設が入っている建物（単独施設、コミュニティセンター内施設等）

の設備の違いによって児童館、学童でも経費に上下が出ている。 

２－６  子育て支援施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

子育て・教育施設 



 

２５ 

（図３－４ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３２） 
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・１㎡あたり経費では、保育園と児童館、学童クラブの大きな差はない。 

・学童クラブの中で、第二小、永山小、南鶴牧小学童は民間事業者が運

営をしているが、国のガイドラインに基づく児童 1 人あたりの面積を

確保する方針で委託しているため、施設にかかる経費からは直営と大

きな差はない。 

 
(図４－４ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 
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落合児童館、落合学童クラブは鶴牧・落合・南野コミュニティセンタ

ー内にあり、2,044 ㎡のうち、それぞれ 308 ㎡、231 ㎡です。 

唐木田児童館は唐木田コミュニティセンター内にあり、2,601 ㎡のう

ち、790 ㎡です。 

聖ヶ丘学童クラブは聖ヶ丘コミュニティセンター内にあり、2,974 ㎡

のうち、250 ㎡です。 

※第二小学童クラブは第二小学校の校舎内にあるためライフサイクルコ

ストは算出していない。



 

２６ 

 
（図１－５ 市民 1 人が施設の

ために支出している年間経費） 

 

 

 

・14 施設 

・施設の維持管理経費、運営

事業経費を合わせた総経費

の 12％ 

・1 施設あたり平均額は総経

費の 0.9％ 

 

賅料編 P７６～９０ 

 
（図２－５ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２９） 
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市民1人あたり維持管理経費 市民1人あたり運営・事業経費 分野平均
全施設平均 利用者１人あたりコスト  

・健康センター、総合福祉センターは施設が大きいため、空調整備など

で多くの経費がかかっている。 

・ 老人福祉センター、障害者福祉センター、総合福祉センターデイサー

ビスセンターは総合福祉センターに入っているので、合算すると健康

センター以上の経費となる。 

・利用者 1 人あたりコストが高いことから、障害者福祉センター、健康

センターの利用者が尐ないことがわかる。 

２－７  健康福祉施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

健康福祉施設 



 

２７ 

（図３－５ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３４） 
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・愛宕デイサービスセンターと総合福祉センターデイサービスセンター

は介護保険通所介護事業が入るため、いきがいデイサービスセンター

に比べて経費がかかっている。 

 
(図４－５ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 

 

千円

1,000,000千円

2,000,000千円

3,000,000千円

4,000,000千円

5,000,000千円

6,000,000千円

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
摩
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

愛
宕
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

桜
ヶ
丘
い
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

諏
訪
い
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

永
山
い
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

多
摩
市
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー

健
康
セ
ン
タ
ー

連
光
寺
老
人
福
祉
館

諏
訪
老
人
福
祉
館

豊
ヶ
丘
老
人
福
祉
館

東
寺
方
老
人
福
祉
館

ライフサイクルコスト 全施設平均
 

 

※永山いきがいデイサービスセンターは西永山複合施設内のためライフ

サイクルコストを算出していない。 

 



 

２８ 

 

（図１－６ 市民 1 人が施設のた

めに支出している年間経費） 
 

・4 施設 

・施設の維持管理経費、運営

事業経費を合わせた総経費の

6％ 

・1 施設あたり平均額は総経

費の 1.5％ 

 

賅料編 P91～９４ 

 

 
（図２－６ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１２９） 
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・総合体育館、温水プールは光熱水費や施設管理の業務委託料等により、

多くの費用がかかっている。 

※総合体育館の運営事業経費は０ではない。（賅料編 P91） 

２－８  体育施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

体育施設 



 

２９ 

（図３－６ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３４） 
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・陸上競技場はグラウンド面積を含めない建物のみの延べ床面積で算出

しているため経費が高くなる。 

※総合体育館の運営事業経費は０ではない。(賅料編 P91) 

 
(図４－６ ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 
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３０ 

 
（図１－７ 市民1人が施設のた

めに支出している年間経費） 

 

 

・4 施設 

・施設の維持管理経費、運営

事業経費を合わせた総経費の

0.2% 

・1 施設あたり平均額は総経

費の 0.05% 

 

賅料編 P９５～９８ 

 

 
（図２－７ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１３０） 
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利用者１人あたりコスト  

 

・関戸第二住宅、関戸簡易耐火住宅に多くの維持管理経費がかかってい

る。関戸第二住宅は戸数が多いためであり、関戸簡易耐火住宅は耐用

年数を経過しており、修理費が多くかかるためである。 

 

２－９  市営住宅 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

市営住宅 
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（図３－７ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３４） 
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・関戸簡易耐火住宅は延べ床面積は小さいが、1 ㎡あたりの経費は多い。 

 

 

(図４－７  (ライフサイクルコスト 賅料編 P１４２) 
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３２ 

 
（図１－８ 市民 1 人が施設の

ために支出している年間経費） 

・８施設 

・施設の維持管理経費、運営

事業経費を合わせた総経費

の 0.8％ 

・1 施設あたり平均額は総経

費の 0.1% 

（旧北貝取小学校と旧南豊

ヶ丘小学校は 23 年度予算） 

 

賅料編 P９９～１０６ 

 

 
（図２－８ 市民 1 人あたり経費・利用者 1 人あたりコスト 賅料編 P１３０） 
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市民1人あたり維持管理経費 市民1人あたり運営・事業経費
分野平均 全施設平均
利用者１人あたりコスト  

・開放部分が多い東永山複合施設、西永山複合施設は施設管理人を配置

しているため、多くの維持管理経費がかかっている。 

・南永山社会教育施設、東永山複合施設の利用者 1 人あたりコストは高

く、あまり利用者が多くないことがわかる。 

２－10  未利用・暫定活用施設 

市民 1 人 

あたり総経費 

4 万 4 千円 

未利用・暫定活用施設 



 

３３ 

（図３－８ １㎡あたり経費・床面積 賅料編 P１３５） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000

旧
永
山
第
一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー

旧
南
豊
ヶ
丘
小
学
校

旧
北
貝
取
小
学
校

旧
豊
ヶ
丘
中
学
校

南
永
山
社
会
教
育
施
設

東
永
山
複
合
施
設

西
永
山
複
合
施
設

鶴
牧
倉
庫

（
旧
管
路
収
集
セ
ン

タ
ー
）

（㎡）（円）

1㎡あたりの維持管理経費 １㎡あたりの運営・事業経費 延べ床面積
 

・西永山複合施設、東永山複合施設では利用者が多いが、経費も多くか

かっている。 

※旧永山第一学校給食センター、鶴牧倉庫（旧管路収集センター）は運

営事業経費はかかっていない。 

 

 

※未利用・暫定活用施設は現状の施設を恒久的に活用することが未定の

ため、ライフサイクルコストの算出はしていない。



 

３４ 

第３章 地域ごとの整備状況 

３－１  多摩市のコミュニティエリア 

多摩市では、地域コミュニティ育成のため、市域を 10 のコミュニテ

ィエリアに分けています。 

コミュニティエリアは地域的な関係の深い地域同士における市民の多

様な活動を想定した生活圏です。そのため、地域ごとの整備状況を見る

ひとつの視点となります。 

 

※八ヶ岳尐年自然の家など市外にある施設や市内全域にある集会所は

その他に分類します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩センター駅 

唐木田駅 

聖蹟桜ヶ丘駅 

永山駅 



 

３５ 

多摩市のコミュニティエリア 

コミュ

ニティ

エリア 

地域名 

(仮称) 

コミュニティづくりを想定

した対象圏域 
圏域施設 

第 1 関戸 

一ノ宮 

 

○関戸 1～5丁目 

○関戸(番地) 

○一ノ宮 1～4丁目 

聖蹟桜ヶ丘駅出張所 

関戸公民館 

市民活動情報センター 

TAMA女性センター 

関戸・一ノ宮コミュニティセンター 

多摩市障がい者支援センター 

健康センター 

一ノ宮児童館 

一ノ宮学童クラブ 

関戸図書館 

関戸学童クラブ 

関戸簡易耐火住宅 

関戸第一住宅 

関戸第二住宅 

第 2 連光寺 

聖ヶ丘 

○連光寺 1～6丁目 

○連光寺(番地) 

○一ノ宮(番地) 

○聖ヶ丘 1～5丁目 

聖ヶ丘コミュニティセンター 

聖ヶ丘図書館 

聖ヶ丘学童クラブ 

連光寺老人福祉館 

連光寺児童館 

連光寺学童クラブ 

第 3 桜ヶ丘 ○桜ヶ丘 1～4丁目 

○関戸 6丁目 

○貝取(番地) 

本庁舎 

東庁舎 

第２庁舎 

第 3庁舎 

東会議室 

西会議室 

桜ヶ丘コミュニティセンター 

桜ヶ丘児童館 

桜ヶ丘いきがいデイサービスセンタ

ー 

第 4 東寺方 

和田 

○東寺方(番地) 

○東寺方 1丁目 

○落川(番地) 

○百草(番地) 

○和田(番地) 

○和田 1261番地 

＜百草団地＞ 

東寺方老人福祉館 

東寺方地区市民ホール 

東寺方図書館 

東寺方児童館 

東寺方学童クラブ 

第二小学童クラブ 

多摩保育園 

総合体育館 

落川市営住宅 

第 5 愛宕 

乞田 

○愛宕 1～4丁目 

○東寺方・和田各 3丁目 

○乞田(番地) 

○永山・貝取・豊ヶ丘各 1丁目 

乞田・貝取コミュニティセンター 

愛宕コミュニティセンター 

愛宕デイサービスセンター 

永山公民館 

消費生活センター 

永山図書館 

旧北貝取小学校 

愛宕児童館 

愛宕学童クラブ 

愛宕南学童クラブ 

貝取学童クラブ 

子育て総合センター 

第 6 馬引沢 

諏訪 

○馬引沢 1～2丁目 

○諏訪 1～6丁目 

諏訪老人福祉館 

諏訪地区市民ホール 

諏訪児童館 

諏訪学童クラブ 

諏訪南学童クラブ 

諏訪いきがいデイサービスセンター 

発達支援室 

教育センター 

武道館 

陸上競技場 

資源化センター 

第 7 永山 ○永山 2～7丁目 西永山複合施設 

ＮＰＯセンター 

永山いきがいデイサービスセンター 

永山児童館 

永山学童クラブ 

永山小学童クラブ 

永山第二学童クラブ 

永山調理所 

南永山社会教育施設 

東永山複合施設 

旧永山第一学校給食センター 

第 8 貝取 

豊ヶ丘 

○貝取 2～5丁目 

○豊ヶ丘 2～6丁目 

○南野 1丁目 

貝取コミュニティセンター 

豊ヶ丘老人福祉館 

豊ヶ丘地区市民ホール 

豊ヶ丘図書館 

豊ヶ丘児童館 

豊ヶ丘学童クラブ 

貝取保育園 

南野調理所 

旧南豊ヶ丘小学校 

旧豊ヶ丘中学校 

第 9 鶴牧 

落合 

南野 

○落合 2～6丁目 

○鶴牧 3～5丁目 

○南野 2～3丁目 

鶴牧・落合・南野コミュニティセンター 

落合児童館 

落合学童クラブ 

落合第二学童クラブ 

図書館本館 

南鶴牧小学童クラブ 

総合福祉センター 

老人福祉センター 

障害者福祉センター 

南野デイサービスセンター 

温水プール 

複合文化施設（パルテノン多摩） 

グリーンライブセンター 

みどりの家 

農家風休憩施設 

第 10 唐木田 

中沢 

山王下 

○唐木田 1～3丁目 

○中沢 1～2丁目 

○山王下 1～2丁目 

○落合 1丁目 

○鶴牧 1・2・6丁目 

唐木田コミュニティセンター 

唐木田図書館 

唐木田児童館 

多摩センター駅出張所 

大松台学童クラブ 

鶴牧倉庫（旧管路収集センター) 



 

３６ 

３－２  エリアごとの施設整備状況 

 

(図５－１ エリアごとの施設整備状況 賅料編 P１３６) 
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・駅周辺の第 1、第５、第 9 に施設が多い。 

・第 2、第 10 が尐なく、6 施設となっている。 



 

３７ 

(図５－２ エリア別経費、床面積 賅料編 P136) 
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・複合文化施設（パルテノン多摩）、図書館本館、温水プールのある第 9 が

飛びぬけて高い。 

・第２、第１０は低い。 

・駅周辺の第１、第６、第 9 は経費が多いが、その中でも第９の経費は著し

く高い。 

・保育園と調理所があるため、第 8 は駅がないにもかかわらずが高い。 

 

 

 

 

 



 

３８ 

 

 

ライフサイクルコストをエリア別で見ることで、それぞれの地域にある施

設に将来どの程度の費用がかかるかがわかります。 

 

(図 4－５ エリア別ライフサイクルコスト 賅料編 P142) 
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・第 6、第 7、第 8 は前頁の図５－2 では第 3、第 4、第 5 よりも高いが、

図 4－3 では低い。つまり、毎年かかる金額は第 6～8 の方がかかるが、

改修費用（将来負担）は第 3～5 の方がかかる。 

・第 9 では、複合文化施設（パルテノン多摩）、温水プール、総合福祉セン

ターの 3 施設が約 9 割（196 億円）を占める。 
 

 

３－３  エリアごとの将来負担 



 

３９ 

 

 

下記の図はそれぞれのエリアで貸室がどの程度あるかを示しています。 

 

(図 4－５ エリア別貸室数、稼働率 賅料編 P146) 
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・コミュニティセンターが２つと公民館がある第５、複合文化施設（パルテ

ノン多摩）のある第 9 が多くなっている。 

・稼働率が高くても６０%と、１日のうち３分の１は全く使用されていない。 

・第４は稼働率が２９%で１日の３分の２が使われていない。 

 

※第 7、第１１の稼働率は貸室がないため 0 となっている。 

※第１０は貸室のある唐木田コミュニティセンターが平成 23 年度に開設

したため、稼働率を算出できておらず０となっている。 

３－４  各エリアの貸室の設置・稼働状況 



 

４０ 

第４章 貸室の整備状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸枠は半径約１００メートル（丸枠内は直線距離約２００メートル以内）

４－１  貸室配置図 
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４１ 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民のみなさんが利用できる貸室の整備状況を一覧にしました。 

（ここでいう貸室とは、市民へ開放している部屋のうち、利用状況を把握

しているものです。） 

同じ種類の貸室が近くにあることがわかります。 

 ①ヴィータ・コミューネと②関戸・一ノ宮コミュニティセンターは近くに

ありますが、会議室が合計 9 ヶ所あります。（Ａ） 

 ③総合体育館と④東寺方複合施設は近くにありますが、両方とも会議室が

複数あります。（Ｂ） 

⑦愛宕コミュニティセンターと⑧乞田・貝取コミュニティセンターも近く

にありますが、両方とも会議室、ホール、和室があります。（Ｃ） 

 ⑭総合福祉センターと⑮唐木田コミュニティセンターを合わせると会議室

が 10、調理室が 2 つあります。（Ｄ） 

⑰豊ヶ丘複合施設と⑱貝取コミュニティセンターも近くにありますが、会

議室が複数あります。（Ｅ） 

 

  

会
議
室 

ホ
ー
ル 

音
楽
室 

和
室 

調
理
室 

ギ
ャ
ラ

リ
ー 

保
育
室 

①ヴィータ・コミューネ 4 2  3 1 1 1 

②関戸・一ノ宮コミュニティセンター 5       

③総合体育館 2   1    

④東寺方複合施設 3       

⑤連光寺複合施設 1       

⑥桜ヶ丘コミュニティセンター 2 １  １ １ １  

⑦愛宕コミュニティセンター 3 1 1 2 1   

⑧乞田・貝取コミュニティセンター 1 1  1    

⑨聖ヶ丘コミュニティセンター 5 1  1 1   

⑩ベルブ永山 ６ 1 2 1 1 1 2 

⑪複合文化施設（パルテノン多摩） 10 2  2  3  

⑫諏訪複合施設 5       

⑬武道館 1       

⑭総合福祉センター 7    1   

⑮唐木田コミュニティセンター 3 1 1 1 1   

⑯トムハウス 2 1 2  1   

⑰豊ヶ丘複合施設 3       

⑱貝取コミュニティセンター 2 2 1 2 1   
E 
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４２ 

 

 

 

 

(図５ 貸室性質別稼働率 賅料編 P146 ) 
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・ギャラリーの稼働率が一番高く８０％弱 

・ギャラリー以外は貸し出し時間の 3 分の１は全く利用されていない。 

・調理室、和室、保育室は半分は全く使われていない。 

  

４－２  貸室別稼働率 



 

４３ 

 

 
 

延べ床面積トップ 10 

 施設名  延べ床面積 

1 複合文化施設（パルテノン多摩） 15,338 ㎡ 

２ 温水プール 11,054 ㎡ 

３ 総合福祉センター 9,103 ㎡ 

４ 賅源化センター 8,910 ㎡ 

５ 本庁舎 8,728 ㎡ 

６ 総合体育館 7,692 ㎡ 

７ 西永山複合施設 5,755 ㎡ 

８ 図書館本館 5,480 ㎡ 

９ 旧豊ヶ丘中学校 5,097 ㎡ 

10 関戸公民館 4,381 ㎡ 

 

施設の維持管理に係る経費トップ 10 
 施設名  施設の維持管理に係る経費 

1 本庁舎 201,044 千円 

２ 複合文化施設（パルテノン多摩） 162,878 千円 

３ 南野調理所 154,988 千円 

４ 永山調理所 151,001 千円 

５ 温水プール 133,323 千円 

６ 総合福祉センター 131,327 千円 

７ 総合体育館 103,322 千円 

８ 図書館本館 87,800 千円 

９ 第２庁舎 63,707 千円 

10 関戸公民館 61,700 千円 

 

 

 

参考  なんでもランキング 



 

４４ 

 

施設の運営・事業に係る経費トップ 10 
 施設名  施設の運営・事業に係る経費 

1 複合文化施設（パルテノン多摩） 366,966 千円 

２ 多摩保育園 243,159 千円 

３ 貝取保育園 225,522 千円 

４ 健康センター 218,395 千円 

５ 図書館本館 217,628 千円 

６ 南野調理所 193,312 千円 

７ 賅源化センター 191,113 千円 

８ 永山調理所 188,649 千円 

９ 八ヶ岳尐年自然の家 93,580 千円 

10 老人福祉センター 92,611 千円 

 

貸室稼働率トップ 10 

 施設名  貸室名 稼働率 

1 諏訪老人福祉館 集会室 96% 

２ 永山公民館 集会室 93% 

３ 永山公民館 ギャラリー 90% 

４ 総合福祉センター 多目的フロアー 89% 

５ 関戸公民館 第一学習室 88% 

６ 複合文化施設（パルテノン多摩） 第一練習室 87% 

７ 関戸公民館 スタジオ 87% 

８ 関戸公民館 第二学習室 86% 

９ 総合福祉センター ５０１研修室 86% 

10 永山公民館 学習室 86% 

 

貸室稼働率ワースト 10 
 施設名  貸室名 稼働率 

1 総合体育館 和室 7% 

２ 愛宕コミュニティセンター 調理室 14% 

３ 乞田・貝取コミュニティセンター 談話室 17% 

４ 関戸公民館 茶室 20% 

５ 愛宕コミュニティセンター 会議室１ 23% 

６ 武道館 会議室 24% 

７ 愛宕コミュニティセンター 会議室３ 25% 

８ 桜ヶ丘コミュニティセンター 調理室 26% 

９ 総合福祉センター 調理実習室 26% 

10 愛宕コミュニティセンター 和室１ 31% 

 



 

４５ 

ライフサイクルコストトップ 10 

 

 施設名 ライフサイクルコスト 

１ 複合文化施設（パルテノン多摩） 7,900,257 千円 

２ 温水プール 6,115,138 千円 

３ 総合福祉センター 5,671,320 千円 

４ 永山公民館 3,552,351 千円 

５ 総合体育館 2,835,684 千円 

６ 関戸公民館 2,491,500 千円 

７ 本庁舎 2,477,586 千円 

８ 健康センター 1,555,017 千円 

９ 図書館本館 1,375,451 千円 

10 聖ヶ丘コミュニティセンター 1,315,656 千円 
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１施設あたりの延べ床面積
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下記のレーダーチャートは東京26市平均を100とした時の多摩市の各施

設の値を表しています。 

 
※参考（東京他市との比較）の留意点について 

本データは東京 25 市への調査を元に算出いたしましたが、各市によって施設の状況が

ことなるため、以下の点で丌完全な点がありますので、参考までにご覧ください。 

 

（１）施設の分類は各自治体の判断となっているため、統一的な分類となっていない可能

性があること。 

（２）維持管理費は指定管理者制度の導入の有無に関わらず調査をしているため、指定管

理者制度導入の市については、維持管理経費の中に指定管理者への委託費の中に人

件費、事業費が入っているため、数値が大きくなっていること。 

（３）該当施設を保有しない場合は、その自治体を除いて平均をとっているため、保有し

ていない自治体をカウントすると、今回よりも数値は高くなること。 

（４）利用者数についても各自治体によって計測がさまざまなため、延べ利用者数、登録

者数などにより数値に差が出ていること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 施設あたりの延べ床面積を東京にある 26 市の平均と比較すると屋内プ

ールは 5 倍近く、文化施設は 4 倍、公民館、児童館・学童保育施設は 3 倍、

保育園、図書館は 2 倍、市民体育館、高齢者・障がい者福祉施設、コミュニ

ティセンター、宿泊施設は 1.5 倍の面積を保有しています。 

 

参考  東京他市との比較 
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市域面積１ｋ㎡あたりの延床面積
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市民 1 人あたりの施設の延べ床面積は、屋内プールは 4 倍、児童館・学童

保育施設は 3 倍、武道館、公民館、図書館は 2 倍、高齢者・障害者福祉施設、

文化施設は 1.5 倍の面積を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域面積1㎢あたりの延べ床面積も市民1人あたりの場合とほぼ同様にな

っています。 
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市民１人あたりの維持管理経費の比率
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利用者1人あたりの維持管理経費
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市民 1 人あたりの維持管理経費では、屋内プールと文化施設は 3 倍以上、

コミュニティセンター、宿泊施設は約 2 倍以上、武道館、陸上競技場、公民

館は約 1.5 倍以上の維持管理経費をかけています。 

 一方、保育園、地区市民ホール、地域集会所は半分以下です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者1人あたりの維持管理経費では、屋内プール、文化施設が4倍以上、

児童館・学童保育施設、公民館が 3 倍以上、武道館、図書館が 2 倍と、ほと

んどの施設が 26 市平均以上となっています。 

平均以下のものは、陸上競技場、地区市民ホール、地域集会所のみです。 
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１施設あたりの維持管理経費

0

200

400

600

800
市民体育館

屋内プール

武道館

陸上競技場

高齢者・障がい者福祉施設

児童館・学童保育施設

保育園

公民館コミュニティセンター

地区市民ホール

地域集会所

図書館

給食センター

文化施設

宿泊施設

多摩

２６市平均

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 1 施設あたりの維持管理経費では、文化施設が飛びぬけて経費がかかって

います。屋内プール、公民館、コミュニティセンター、宿泊施設も 3 倍近く

の経費がかかっています。 
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